


平
成
20
年
第
１
回
組
合
会
が
３
月
３
日
に
開
催
さ
れ
、
平
成

20
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
事
業
計
画
は
、
大
筋
こ
れ
ま
で
の
計
画
を
引
き

続
き
実
施
す
る
方
向
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

組
合
員
の
給
料
が
伸
び
な
い
こ
と
や
団
塊
の
世
代
の
退
職
時
期

に
よ
る
組
合
員
数
の
減
少
な
ど
か
ら
、
掛
金
・
負
担
金
が
収
益

の
中
心
と
な
る
事
業
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

混
迷
が
続
く
経
済
・
金
融
情
勢
の
な
か
、
資
金
運
用
益
を
財
源

に
運
営
す
る
事
業
に
お
い
て
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

短
期
経
理
は
、
医
療
保
険
制
度
改
革
や
医
療
費
の
増
高
等
で

益
々
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
大
幅
に
財
源

率
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
地
方
公
共
団
体
及
び

組
合
員
の
負
担
が
過
大
と
な
る
た
め
、
当
期
不
足
金
を
剰
余
金

で
補
て
ん
で
き
る
ほ
ど
の
引
き
上
げ
幅
と
し
ま
し
た
。

長
期
経
理
は
、
全
国
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会
に
集
約

し
て
一
元
的
に
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
公
務
員
の
年
金
加
入
記
録
を
「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
と
し
て
通
知
し
、
年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

保
健
経
理
は
、
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
組
合

員
及
び
被
扶
養
者
の
健
康
の
保
持
増
進
に
資
す
る
事
業
を
重
点

的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
宿
泊
経
理
等
は
、
よ
り
多
く
の
組

合
員
及
び
年
金
受
給
者
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
企
画
商

品
等
の
開
発
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
な
ど
一
層
の
経
営
努
力

を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
各
経
理
別
の
事
業
概
要
は
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

３
月
３
日
第
１
回
組
合
会
で
議
決

基本項目

区　　分 全　　体 介護第2号
被 保 険 者

組 合 員 数 17,352人 9,706人

組合員１人
当 た り の
給 料 月 額

短　期
339,388円

短　期
402,004円

長　期
338,675円

被扶養者数 21,173人 3,440人

経理区分

組合員種別

短期経理 保健経理 長期経理 業務経理

掛　金 負担金 介護掛金 介護負担金 調整負担金 公的負担金 掛　金 負担金 掛金 負担金 公的負担金 児童手当
拠 出 金

事 務 費
負 担 金

一
般
組
合
員

一 般 職 48.25 48.25 5.3375 5.3375 0.5625 0.25 2.7 2.7 90.2875
（92.5）

90.6625
（92.875） 28.375 －

１　人
当たり
月　額
709円

組合専従 48.25 48.25 5.3375 5.3375 0.5625 0.25 2.7 2.7 90.2875
（92.5）

90.2875
（92.5） 28.375 －

特 別 職 38.6 38.6 4.27 4.27 0.45 0.20 2.16 2.16 72.23
（74.0）

72.53
（74.3） 22.7 －

派遣職員 48.25 48.25 5.3375 5.3375 0.5625 0.25 2.7 2.7 90.2875
（92.5）

90.6625
（92.875） 28.375 1.30

市町村長組合員 38.6 38.6 4.27 4.27 0.45 0.20 2.16 2.16 72.23
（74.0）

72.53
（74.3） 22.7 －

長期組合員 1.70 1.70 － － － 0.25 2.7 2.7 90.2875
（92.5）

90.6625
（92.875） 28.375 －

市 町 村 長
長期組合員

1.36 1.36 － － － 0.20 2.16 2.16 72.23
（74.0）

72.53
（74.3） 22.7 －

船員一般組合員 40.75 63.25 5.3375 5.3375 0.5625 0.25 2.7 2.7 90.2875
（92.5）

90.6625
（92.875） 28.375 －

給料（本俸）………………………………………………………………………………………………………………（単位：‰）

● 平成20年度財源率 ●

期末手当等（ボーナス）……………………………………………………………………………………………（単位：‰）
経理区分

組合員種別

保健経理 長期経理 業務経理

掛　金 負担金 介護掛金 介護負担金 調整負担金 公的負担金 掛　金 負担金 掛　金 負担金 公的負担金 児童手当
拠 出 金

一
般
組
合
員

一 般 職 38.6 38.6 4.27 4.27 0.45 0.20 2.16 2.16 72.23
（74.0）

72.53
（74.3） 22.7 －

組合専従 38.6 38.6 4.27 4.27 0.45 0.20 2.16 2.16 72.23
（74.0）

72.23
（74.0） 22.7 －

特 別 職 38.6 38.6 4.27 4.27 0.45 0.20 2.16 2.16 72.23
（74.0）

72.53
（74.3） 22.7 －

派遣職員 38.6 38.6 4.27 4.27 0.45 0.20 2.16 2.16 72.23
（74.0）

72.53
（74.3） 22.7 1.30

市町村長組合員 38.6 38.6 4.27 4.27 0.45 0.20 2.16 2.16 72.23
（74.0）

72.53
（74.3） 22.7 －

長 期 組 合 員 1.36 1.36 － － － 0.20 2.16 2.16 72.23
（74.0）

72.53
（74.3） 22.7 －

市 町 村 長
長 期 組 合 員

1.36 1.36 － － － 0.20 2.16 2.16 72.23
（74.0）

72.53
（74.3） 22.7 －

船員一般組合員 32.6 50.6 4.27 4.27 0.45 0.20 2.16 2.16 72.23
（74.0）

72.53
（74.3） 22.7 －

短　　期　　経　　理

予算作成にあたっての基礎数値です

※長期掛金・負担金の（ ）は９月以降の率です。
※長期組合員、市町村長長期組合員は、後期高齢者医療制度の被保険者を指します。

平成20年度 事業計画及び予算
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特定消防組合員 48.25 48.25 5.3375 5.3375 0.5625 0.25 2.7 2.7 90.2875
（92.5）

90.6625
（92.875） 28.375 －

継続長期組合員 － － － － － － － － 90.2875
（92.5）

90.6625
（92.875） 28.375 1.30

特定消防組合員 38.6 38.6 4.27 4.27 0.45 0.20 2.16 2.16 72.23
（74.0）

72.53
（74.3） 22.7 －

継続長期組合員 － － － － － － － － 72.23
（74.0）

72.53
（74.3） 22.7 1.30



前
年
度
は
、
一
部
負
担
金
払
戻
金
及
び
家
族
療
養
費
附
加

金
等
の
基
礎
控
除
額
に
つ
い
て
実
質
の
引
き
上
げ
（
２
０，

０
０
０
円→

２
５，

０
０
０
円
）
と
な
り
、
短
期
掛
金
・
負

担
金
率
は
据
え
置
き
と
し
ま
し
た
。

20
年
度
は
、
医
療
保
険
制
度
の
改
革
に
よ
り
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
新
た
な
拠
出
金

（
前
期
高
齢
者
納
付
金
・
後
期
高
齢
者
支
援
金
・
病
床
転
換
支

援
金
）
の
負
担
、
さ
ら
に
、
20
年
度
に
限
り
、
政
府
管
掌
健

康
保
険
を
支
援
す
る
た
め
の
負
担
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
従
来
か
ら
の
退
職
者
医
療
制
度
に
経
過
措
置
と

し
て
残
る
拠
出
金
等
を
合
わ
せ
る
と
、
拠
出
金
等
の
負
担
は

費
用
全
体
の
約
44
％
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
、

収
益
に
お
い
て
は
、
組
合
員
数
の
減
少
、
給
与
の
抑
制
傾
向

に
よ
り
大
き
く
減
額
と
な
る
見
込
み
で
、
大
変
厳
し
い
運
営

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
20
年
度
の
短
期
掛
金
・
負
担
金
率

を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
地
方
公
共
団

体
並
び
に
組
合
員
の
負
担
が
過
大
に
な
る
た
め
、
給
料
に
対

し
て
各
千
分
の
６
・
25
、
期
末
手
当
に
対
し
て
千
分
の
５
引

き
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
任
意
継
続
組
合
員
に
対
す
る
任
意
継
続
掛
金
の
算

定
の
基
礎
と
な
る
給
料
の
割
引
率
に
つ
い
て
、
20
／
100
（
前

年
度
30
／
100
）
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
介
護
掛
金
・
介
護
負
担
金
率
は
前
年
度
の
ま
ま
据

え
置
き
と
し
ま
し
た
。

長
期
給
付
事
業
の
一
元
的
処
理
に
伴
い
、
市
町
村
連
合
会

が
年
金
の
決
定
・
支
払
い
を
行
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
の

経
理
は
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
徴
収
し
た
掛
金
･
負
担
金
を

受
け
て
市
町
村
連
合
会
に
払
い
込
む
た
め
の
経
理
と
な
り
ま
す
。

昨
今
の
社
会
保
険
庁
の
年
金
の
過
去
記
録
問
題
を
背
景
と

し
て
、
年
金
制
度
に
対
す
る
不
信
感
や
不
安
感
が
増
大
し
て

き
て
い
ま
す
が
、
制
度
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
高
め
る
た

め
、
組
合
員
、
年
金
受
給
者
及
び
年
金
待
機
者
に
積
極
的
に

広
報
活
動
を
行
い
相
談
業
務
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
公
務
員
の
年
金
加
入
記
録
を
「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
と
し
て
、
通
知
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
長
期
給
付
に
係
る
掛
金
・
負
担
金
率
は
、
16
年
度

に
実
施
さ
れ
た
財
政
再
計
算
に
よ
り
、
毎
年
９
月
に
引
き
上

げ
が
行
わ
れ
ま
す
。

長
期
給
付
事
業
の
一
元
的
処
理
に
伴
い
、
今
ま
で
本
共
済

組
合
が
運
用
し
て
い
た
長
期
給
付
積
立
金
も
市
町
村
連
合
会

に
移
管
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
積
立
金
の
一
部
を
市
町

村
連
合
会
か
ら
委
託
運
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

運
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
縁
故
地
方

債
、
他
経
理
へ
の
貸
付
及
び
短
期
運
用
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
本
年
度
の
短
期
運
用
額
に
つ
い
て
は
、
上
限
額

が
18
年
度
末
の
本
組
合
長
期
経
理
資
産
の
４
％
（
前
年
度
は

５
％
）
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
短
期
経
理
◆

組
合
員
と
被
扶
養
者
の

医
療
費
等
を
ま
か
な
い
ま
す
。

短
期
掛
金
率
を
引
き
上
げ

介
護
掛
金
率
は
据
え
置
き

◆
長
期
経
理
◆

年
金
給
付
の
た
め
の
資
金
で
す
。

年
金
の
決
定
・
支
払
は
全
国
市
町
村
職
員
共
済
組
合

連
合
会
で
行
わ
れ
ま
す

◆
預
託
金
管
理
経
理
◆

長
期
給
付
積
立
金
の
一
部
を
運
用
し
ま
す
。

運
用
額
は
引
き
下
げ

事
業
計
画
及
び
予
算
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短
期
給
付
事
業
、
長
期
給
付
に
関
す
る
事
業
な
ど
を
行
う

た
め
の
事
務
費
や
人
件
費
な
ど
を
ま
か
な
う
経
理
で
、
財
源

は
、
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
事
務
費
負
担
金
と
し
て
納
付
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

事
務
費
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
通
常
国
会
に
お

い
て
成
立
し
た
「
国
民
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め

の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
20

年
度
か
ら
恒
久
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
地
方
公
共
団
体
負
担
割
合
は
、
事
務
に
要
す
る

費
用
（
組
合
員
１
人
当
た
り
１
２，

５
９
０
円
）
を
折
半
し

た
額
に
長
期
分
60
％
、
短
期
分
75
％
と
な
り
ま
す
。
残
り
短

期
分
25
％
は
、
短
期
経
理
か
ら
繰
り
入
れ
ま
す
。

な
お
、
長
期
分
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て
は
、
長
期
給
付
事

業
の
一
元
的
処
理
に
よ
り
、
市
町
村
連
合
会
に
お
い
て
長
期

経
理
か
ら
業
務
経
理
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

20
年
度
か
ら
医
療
保
険
者
の
義
務
と
し
て
、
特
定
健
康
診

査
及
び
特
定
保
健
指
導
を
行
う
に
あ
た
り
大
き
な
財
源
措
置

が
必
要
に
な
り
、
昨
年
度
に
続
き
事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。
事
業
の
中
心
で
あ
る
人
間
ド
ッ
ク
受
検
費
用
の
助
成

に
つ
い
て
は
、
１
泊
２
日
の
上
限
額
を
変
更
し
ま
し
た
。（
３

０，

０
０
０
円→

２
５，

０
０
０
円
）

今
年
度
は
、
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
の
周
知

に
努
め
適
切
な
実
施
を
行
う
と
と
も
に
、
疾
病
予
防
を
中
心

と
し
た
組
合
員
及
び
そ
の
被
扶
養
者
の
健
康
保
持
増
進
に
重

点
を
置
い
た
事
業
と
し
、
医
療
費
増
高
対
策
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
シ
ー
サ
イ
ド
パ
レ
ス
萩
と
防
長
苑
が
行
う
施
設
優

待
割
引
助
成
へ
の
補
助
も
引
き
続
い
て
行
い
、
本
組
合
直
営

施
設
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。
な
お
、
両
施
設
の
運
営
に

要
す
る
費
用
の
一
部
の
繰
り
入
れ
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

萩
地
域
に
お
け
る
観
光
客
数
は
増
加
に
転
じ
た
と
い
う
も

の
の
、
宿
泊
者
数
に
つ
い
て
い
え
ば
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
本
施
設
で
も
組
合
員
を
含
め
宿
泊
部
門
の
収
入
は
毎
年

減
少
し
て
い
ま
す
。
ア
ク
ア
の
利
用
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
重
油
等
、
燃
料
の
高
騰
に
よ
る
費
用
増
で
経
営
環

境
は
厳
し
い
状
況
で
す
。

４
月
か
ら
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
を
完
全

予
約
制
と
し
、
人
件
費
や
食
材
の
ロ
ス
を
削
減
す
る
な
ど
、

運
営
効
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。「
は
ぎ
温
泉
」
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
家

族
お
そ
ろ
い
で
、
ま
た
、
お
友
達
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

お
越
し
く
だ
さ
い
。

4

◆
保
健
経
理
◆

特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
受
検
費
用
助
成
の
上
限
額
を
変
更

◆
保
健
経
理（
２
）
◆

保
健
施
設
シ
ー
サ
イ
ド
パ
レ
ス
萩
を

経
営
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
ア
優
待
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◆
業
務
経
理
◆

事
業
運
営
に
必
要
な
諸
経
費
をま

か
な
い
ま
す
。

短
期
経
理
か
ら
事
務
費
を
繰
入



事
業
計
画
及
び
予
算

5

県
内
外
を
問
わ
ず
、
観
光
、
ビ
ジ
ネ
ス
客
の
減
少
が
続
い
て

お
り
、
組
合
員
利
用
の
宿
泊
客
の
増
大
も
見
込
め
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

昨
年
、
２
月
の
閑
散
期
に
ず
ら
し
た
ウ
イ
ン
タ
ー
バ
イ
キ
ン

グ
は
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
安
定
し
た
売
上
が
見
込
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
防
長
苑
独
自
の
特
色
あ
る
料
理
を

ご
用
意
し
、
他
施
設
に
出
来
な
い
よ
う
な
企
画
を
考
案
、
実
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
る
施
設
を
め
ざ
す
と
と
も

に
、
利
用
客
増
に
努
め
て
健
全
経
営
を
め
ざ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
ま
た
、
お
友
達
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

積
立
金
の
運
用
を
行
う
経
済
・
金
融
市
場
は
、
昨
年
夏
以
降

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
等
を
き
っ
か
け
に
株
価
や
長
期
金

利
が
低
下
し
て
お
り
、
今
年
度
も
低
金
利
が
続
き
、
厳
し
い
運

用
状
況
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
貯
金
利
率
の

引
き
上
げ
は
行
わ
ず
、
現
行
の
１
・
１
％
（
税
引
き
後
０
・

88
％
）
の
ま
ま
と
し
ま
す
。

運
用
に
際
し
て
は
、
安
全
を
第
一
に
市
場
の
動
向
に
十
分
注

意
を
払
う
も
の
と
し
、
債
券
は
信
用
リ
ス
ク
を
重
視
し
て
高
格

付
け
の
債
券
を
保
有
し
、
預
金
は
定
期
預
金
を
中
心
に
運
用
し

て
ま
い
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
退
職
者
の
増
加
に
よ
り
貯
金
残
高
及
び
加
入
者
数

が
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
組
合
員
へ
の
普
及
に
よ
り
積
立
額

の
増
加
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

貸
付
利
率
は
、
財
務
省
の
定
め
る
財
政
融
資
資
金
利
率
の
動

向
に
よ
り
変
動
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
19
年
度
途
中
か

ら
、
最
低
利
率
を
段
階
的
に
引
上
げ
る
規
則
の
改
正
が
行
わ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
20
年
１
月
に
貸
付
利
率
が
０
・
２
％
引
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
に
も
最
低
０
・
２
％
の
引
き
上
げ

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
規
貸
付
申
込
み
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
償
還

中
の
貸
付
の
繰
上
償
還
及
び
定
年
退
職
者
の
一
括
償
還
の
増
加

も
見
込
ま
れ
、
貸
付
金
残
高
の
減
少
傾
向
は
続
く
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
貸
付
事
故
の
増
加
に
伴
い
、
市
町
村
連
合
会
で
実
施

し
て
い
る
貸
付
債
権
共
同
保
全
事
業
の
保
険
料
の
引
上
げ
も
あ

り
、
今
年
度
も
剰
余
金
（
欠
損
金
補
て
ん
積
立
金
）
を
取
り
崩

し
て
運
営
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
を
考
慮
し
、
貸
付
事
故
を
防
止
し
適
正
な
貸
付
を
行

う
た
め
、
今
年
度
か
ら
、
普
通
貸
付
の
事
後
確
認
（
領
収
書
等

の
提
出
）
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
貯
金
経
理
◆

財
産
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

貯
金
利
率
年
１
・
１
％

◆
貸
付
経
理
◆

住
宅
資
金
や
臨
時
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

貸
付
利
率
の
引
上
げ

◆
宿
泊
経
理
◆

保
養
所
　
防
長
苑
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

飲
ん
で
食
べ
て
温
泉
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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医
療
制
度
改
革

7
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特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

9
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共
済
組
合
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

11
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ラ
イ
フ
山
口
だ
よ
り

13

市
町
村
長
の
選
挙

す
る
選
挙
区
第
一
区

組
合
会
議
員
の
補
欠

選
挙
が
、
２
月
20
日

に
自
治
会
館
で
行
わ

れ
、
福
田
良
彦
岩
国

市
長
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
任
期
は
退

任
さ
れ
た
井
原
勝
介

前
岩
国
市
長
の
残
任

期
間
で
あ
る
、
平
成

20
年
11
月
30
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
会
議
員
の

補
欠
選
挙
（
第
一
区
）
は

福
　
田
　
良
　
彦
氏

を
選
出

（
岩
国
市
長
）

組
合
会
議
員

補
欠
選
挙
の
結
果
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